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亀
岡
、
南
丹
、
京
丹
波
2
市

1
町
を
含
む
丹
波
山
地
か
ら

は、

2
種
類
の
良
質
な
砥
石
が

産
出
す
る
。

一
つ
は
カ
ン
ナ
や
ノ
ミ
の
研

磨
、
日
塞
刀
の
研
ぎ
な
ど
に
不

可
欠
な
合
せ
砥
で
、
か
つ
て
は

高
雄
や
塞
白
周
辺
か
長
く

産
出
し
た
が
、
現
在
は
亀
岡
市

東
京
梅
町
で
小
規
模
に
採
掘
さ

れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

淡
黄
褐
色
、
灰
色
な
ど
の
色

合
い
を
も
っ
控
室

で
、
名

前
は
「
砥
石
室
質
裏

」
と

呼
ば
れ
る
。
刃
物
を
研
ぐ
水
品

粒
子
の
粒
径
は
2
1
3
m
wと
細

か
い
。
J

説
に
は
現
在
の
黄
砂

の
よ
う
に
偏
西
風
で
運
ば
れ
、

当
時
の
大
陸
か
ら
数
千
キ
ロ
も
離

れ
た
深
海
底
に
堆
積
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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も
う
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は
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で
、
以
前
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に
亀
岡
喜
前
町
龍
患
で
状
チ
ャ
ー
ト
は
、
厚
さ
5
1
6
過
す
る
聞
に
、
合
せ
層
の
上
を
頂
い
た
海
岸
プ
レ
ー
ト
は
、

採
掘
さ
れ
て
い
た
。
暗
緑
色
の
勾
の
硬
い
珪
質
層
と
厚
さ
数
戸
位

γ蒔
簸
虫
軟
泥
が
降
り
積
も
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
の
頃
に
は
当
時

泥
岩
で
、
A
辱
』
砥
に
比
べ
れ
ば
の
粘
土
質
薄
層
の
繰
り
返
し
か
り
、
や
が
て
層
状
チ
ャ
ー
ト
層
の
パ
ン
ゲ
ア
大
陸
の
東
縁
に
到

や
や
き
め
が
組
く
、
放
散
虫
化
ら
な
る
。
へ
と
変
化
を
と
げ
て
い
っ
た
。
達
し
た
。
海
溝
に
お
い
て
地
球

石
を
含
む
。
包
丁
の
研
ぎ
に
適
珪
質
層
は
主
に
放
散
虫
と
い
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
移
動
に
つ
内
部
へ
と
沈
み
込
む
過
程
で
、

す
る
。
地
質
時
代
は
、
地
層
に
う
0
・
1
1
0
・
2
戸
大
で
、
れ
、
層
状
チ
ャ
ー
ト
層
の
さ
ら
砂
岩
や
不
均
質
な
渥
相
の
地
層

含
ま
れ
る
化
石
で
分
か
る
。
シ
リ
カ
の
殻
を
も
っ
ブ
ラ
ン
ク
に
上
位
に
は
、
後
に
青
砥
に
変
と
合
体
し
、
そ
の
後
隆
起
を
繰

合
せ
砥
に
は
、
コ
ノ
ド
ン
ト
ト
ン
の
遺
骸
が
無
数
に
集
ま
っ
化
す
る
均
質
な
泥
岩
層
が
堆
積
り
返
し
陸
化
し
て
い
っ
た
。
一

と
い
う
1
戸
に
満
た
な
い
榔
形
て
で
き
て
い
る
。
か
つ
て
火
打

つ

lilia--ui配
ιE
連
の
地
層
の
重
な
り
は
、
保
温

の
微
化
石
、玄
固
ま
れ
て
お
り
、
石
に
使
わ
れ
た
ほ
ど
に
硬
い
。

…
一
h
y
w酔
陶
醐
蹴
堕

峡
瞳
君
を
は
じ
め
、
丹
波
山
地

約
2
億
4
千
万
年
前
の
中
生
代
現
在
の
太
平
洋
や
イ
ン
ド
洋
の

:
14韓
問
問

調

一

の
い
く
つ
か
の
地
点
で
確
か
め

.
t
、民
間

耐

臨
M

M

l

る
こ
と
が
で
き
る
。

京
都
教
育
大
名
誉
教
授

子

持

親

離

趨

一

こ
の
と
こ
ろ
中
国
大
陸
か
ら

、

?

今

い
も
と
の
ぶ
ひ
ろ

っ

逓

烈

-

-

飛

を

P
M
2
・
5
に
よ
る

¥

立

ヴ

金

井

本

仲

康

…

金

制

悩

唱
す

大
百
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て
い

回
h
i
b
u
l
l
-
--
Il
-
-
一

M
鈎

雌

略

【

る
こ
う
し
た
折
に
、
2
億
4
千

4
1
1可

吋
海
底
に
は
、
赤
道
に
沿
っ
て
、

…
「
大
阪
中
ノ
島
公
園
」
近
藤
正
万
年
前
に
パ
ン
ゲ
ア
大
陸
か
ら

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
遺

…

(
亀
岡
油
絵
懇
話
会
)

飛
来
し
た
風
塵
に
起
原
を
も
っ

一
一
雇
紀
前
期
に
堆
積
し
た
こ
と
骸
が
堆
積
し
、
「
放
散
虫
腎
」

r
ι
i
l
i
l
-

と
み
ら
れ
る
丹
波
の
合
せ
砥
に

が
判
明
し
て
い
る
。
青
砥
は
放
を
形
成
し
て
い
る
。
し
、
下
位
か
ら
順
に
、
合
せ
砥
つ
い
て
、
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ

散
虫
化
石
に
よ
っ
て
1
億

5
千
三
畳
紀
か
ら
ジ
ュ
ラ
紀
に
か
・
層
状
チ
ャ
ー
ト
・
青
砥
が
重
と
で
、
人
の
く
ら
し
と
自
然
の

万
年
前
の
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
に
、
け
、
古
太
平
洋
の
海
底
で
は
、
な
る
三
層
構
造
か
成
立
し
た
。
営
み
の
か
か
わ
り
に
、
目
を
向

合
せ
砥
に
比
べ
れ
ば
や
や
陸
地
合
せ
砥
層
を
乗
せ
た
海
洋
プ
レ
こ
う
し
た
三
つ
重
ね
の
地
層
げ
る
契
機
に
な
れ
ば
と
願
う
。

に
近
い
海
底
に
堆
積
し
て
い
た

l
ト
が
南
東
か
ら
北
西
に
向
げ

つ
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ら

し

い

。

て

1
告

発

の

速

度

で

章

一

1
9
3
8年
、
霊
星
ま
れ
。
京
都
大
大
学
皇
学
研
窓

合
せ
砥
と
青
砥
の
聞
に
は
、
し
て
い
た
。
こ
の
海
岸
プ
レ
1

…
修
了
。

翠
す
博
士
。
京
都
教
育
大
教
授
、
学
長
を
歴
任
。
専
門
は

…
地
質
学
。
著
青
L

「京
都
府
謎
解
き
散
歩
」
「
新
京
都
五
億
年
の

厚
さ
訴
に
わ
た
り
、
層
状
チ
ト
が
、
古
太
平
洋
の
赤
道
海
域

…
旅
」
な
ど
。
南
丹
市
の
る
り
露
霜
館
な
ど
で
毎
年
、
特
製
薬

ャ
l
ト
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
層
に
さ
し
か
か
り
、
ゆ
っ
く
り
通
を
続
け
る
。

亀
岡
市
在
住
。


